
国立研究開発法人農業環境技術研究所 第７回契約監視委員会 議事概要 

 

１．日 時   平成２７年７月２３日（木）１３：３０～１６：３０ 

 

２．場 所   国立研究開発法人農業環境技術研究所 来賓室 

 

３．出席者   今村委員、坂東委員、水谷委員 

                （欠席：小沼委員） 

 

４．議 題 

（１）契約状況の点検、見直しについて 

① 平成２６年４月から平成２７年３月までに実施した競争性のない随意契約の審査 

② 平成２６年４月から平成２７年３月までに実施した入札の結果１者応札・１者応募となったものの審査 

（２）平成２７年度国立研究開発法人農業環境技術研究所調達等合理化計画（案）の審査 

（３）その他 

 

５．議事概要 

（１）契約状況の点検、見直しについて 

平成２６年４月から平成２７年３月の契約について審議を行った。 

① 平成２６年４月から平成２７年３月に実施した競争性のない随意契約の審査 

 競争性のない随意契約の審議の結果、一般競争入札へ移行すべき案件はなく、特段の意見はなかった。

なお、昨年まで、１者応札・１者応募の案件として出ていた１件については、見直しのうえ随意契約へ移

行した。 

② 平成２６年４月から平成２７年３月に実施した入札の結果１者応札・１者応募となったものの審査 

○ 労働者派遣業務（放射能モニタリング業務）については、修士以上が資格要件となっているが、学士

以上まで資格要件を緩和する等の工夫を検討されたい。 

○ 労働者派遣業務（広報関係支援業務）については、海外文献を扱うにしても、TOEIC800 は必要ない

のではないか。準１級相当まで含めれば、かなり資格要件としての幅が広がると思われるので、検討

されたい。 

（２）平成２７年度国立研究開発法人農業環境技術研究所調達等合理化計画（案）の審査 

   新たに審議案件となった経緯を説明のうえ、案について審議を行い了承された。 

   ○ 評価指標に基づいて、点検の際には具体的な内容で行っていくべき。 

   ○ 年度終了時の評価体制が未定のため、きちんと決める必要がある。 

（３）その他 

   ４法人統合を踏まえ、平成27年度の契約監視委員会の体制が流動的であるため、情報が入り次第各委員に

対し連絡することとした。 

次回の委員会開催時期については、未定。 

以 上 


